
令和３年度 第１回常任委員会 第２号議案 

がくぷりの全校テスト導入に関する議案書 

 提案日  令和３年５月１３日  

 

提案者 

会長 戸田高弘 

 

提案内容 

PDF 配信サービス「がくぷり」の全校に向けたテスト導入を行いたい。 

 

提案理由・必要性 

 現状、PTA 活動の連絡や周知は主に印刷物で行われているが、これには紙やインクなどの印刷費用に加え、相応の時

間も必要になる。「がくぷり」の導入で、PTA からの発行書類の大半をデジタル化できるほか、印刷にかかる費用や時間も

大幅に削減できる。また、このシステムは学校側の利用も可能なため、PTA と学校を合わせるとさらなる効率化、省資源化

も可能になる。 

 また、がくぷりは PDF 配信以外の機能（アンケートや出席など）も充実している。例えば、（会則を整えればだが）総会の

オンライン開催が可能になり、省資源化に加えて感染拡大防止や、一般会員の PTA 活動への抵抗感低減なども期待で

きる。 

 

現状の課題・問題 

 近年、共働き世帯は増加の傾向にあり、PTA 活動に割ける時間は減る一方である。がくぷりのようなサービスが存在する

現在、毎回１〜２時間の印刷作業を強いられ、紙もインクも大量に消費する方式は非効率的で前時代的であり、特別な理

由なく前例に倣う意義は薄い。 

 東京都庁の DX 推進に代表されるように、世間的にもデジタル化／ペーパーレス化の流れが強まっていることもあり、省

資源化を進めることは PTA としても必要な転換であると考える。また、このような時代に合わせた変革を随時行なっていく

ことは、PTA 活動への参加のハードルを下げるためにも必要であると考える。 

 

提案が採用された場合のメリット 

・印刷業務の効率化、紙やインクの消費量を減らすことによる省資源化 

・がくぷりの機能を活用することによる PTA 活動全体の効率化（オンライン総会など） 

・時間拘束の減少による PTA 活動参加への抵抗感の減少 

・学校側にもがくぷりを利用してもらうことによる全校での効率化／省資源化、および PTA と学校の連携の緊密化 

 

提案採決の希望時期とその理由 

５／１７の第１回常任委員会にて。 

 ２学期からの本格導入を検討しており、そのためにも１学期中にテスト導入を行いたい。承認された場合には、５／１７の

常任委員会後、なるべく早い時期に書類を整備し全校に配布しテスト導入を行う予定。 


